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向 真言宗詳しい人いますか。いない？ 真言宗の初代って知ってますか？ このあいだ系図






 いまお経を覚えてるんですけど。不動明王の真言が「のうまく さんまんだ ばざらだん
せんだ まかろしゃだ そはたや うん たらた かんまん」うんたらた、だよ。わけがわから
ない。真言だって。哲学科はそういうの勉強しないんですね。仏教のお話しでした。
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C－ 質問です。最初に水になるとおっしゃっていましたが、何々になるとかってよく舞踏の人っ
て言いますけど、あれは、実際どういうことを目指されているのか。イメージをしている
とか、そういうことでいいのか。
向  そこが最初にぶち当たる壁なんです。俺も入門して最初そこを考えた。そこにいけるか、い
けないかなんですけど。なるんじゃなくて、“なってる”です。からだは水でできている。
それは事実、人間は約 7 割が水なんだって言ったら、もうそれ。それがうごかされる。周
りにうごかされる。後から「わーっ」て押されて、「ぐいーっ」となって、「きゅーっ」と
か。「水だ」っていうか、「水だから」。なるっていうのもあるんですけども、憑依みたいな
こともある。
C－ なってしまったっていう。 
向  本物になったら一番いいのかもしれないですけども。だから、本物になるためにどうする
かっていうようなことを常に考えてる。大野一雄さんは、最後はボケてた。俺 90 歳のとき
舞台を観たんです。共演の観世栄夫さんが、4、5 人引き連れて重々しく群舞になってると
こに、大野さんがいる。後で話を聞いたら、「もう、その頃ボケてて上手とか下手が分から
なくて、自分でも何をやってたか分からなかったんだと思います。」っていった話聞いて、
俺はそれがめちゃめちゃ面白かった。だからぶっちぎりで目が離せなかったのか「次、何
するんだろう？この人」袖行って消えたなと思ったら、花持って出てきて。面白かったな、
あれは本当に。そういう存在でありたいなっていう。あれは完全に、ボケを演じるんじゃ
ない、ボケてるっていう。
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C－ ボケていても圏はこう・・・。 
向 もう、そんな意識なかったと思う。昔の、若い頃やってた 杵柄
きねづか
じゃないですけど、ボケ
てても圏をまといながら観客の意識を引き寄せる。俺もものすごく目を引きつけられたけ
ど。渋谷のコクーンに見に行ったんですけど、大きな会場で。あれはもう、何もない無の
状態みたいなところに多分いたのだと思うんです。作為とか圏とか、そんなの全然考えて
いない。踊ろうとかも思ってないような存在。90 歳でもずっと第一線にいて、フランスで
「ブラボー！」とか言われてるような人がボケてしまって分からない。見た目は大野一雄
なのに、自分は大野一雄じゃなくなってるっていうのがやっぱり、なんか面白かったんじゃ
ないかなって今、分析してるとこですけど。
Ｄ－ さっき、目っていうか、視界に入る情報みたいな話があったと思うんですけど。目を閉じ
ちゃ駄目っていうことをさっきおっしゃられてたじゃないですか。目を開けた状態で、例
えば視界をぼかすと情報入ってこなくなるから、ある意味目をつぶってるみたいな感じ
じゃないですか。でも、そういうことじゃないんですよね？
向  近い。見えるのでもなく見ないでもないっていう、あいだ。大日如来とかがどういう状態な
のかって俺には計り知れないけども。見てるような見てないような、感じてるような感じ
てないような、中間のところにずっといらっしゃるんだと思う。たまにでも、「ぐわーっ」
て不動明王になったりするから気を付けないとね。焼き殺されるぐらいの、すさまじく恐
ろしい存在だから。そういう怖い面と怖くない面っていうか、どっちなんだみたいな。怖
いのか怖くないのか、見てるのか見てないのか、みたいな感じですかね。
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河本 なかなかその感じが、自分の側から見るわけではないんだけど、目は開いていて、世界につ
ながってて。だから普通、人間って自分の側から能動的に見てるという、あの見方っての
は多分、既に敗北なんですよ。既に負けちゃってるわけ。何に負けちゃってるかっていう
と、世界の中にいる自分に負けてるんですよ。うまく世界の中に入り込めてないんですよ。
ここが難しくてね。だから、ずっと奥行きのある世界、身体も底なしの奥行きがある世界
だから、少しずつこうやってきっかけ作って、感じ取れればというふうに思っています。
もうかなり長くなったので、今日はこのへんで。明日、長野に行かれるわけですから、ね。
だから一回、ここで打ち切りにしたいと思います。今日は長時間ありがとうございました。
向  ありがとうございました。どうも。
一同 ありがとうございました
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